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阿 波 地 区

世 帯 数　　4,646 世 帯

人 口　　　11,945 人

男 性　　　　5,761 人

女 性　　　　6,184 人

65 歳以上      4,261 人

高 齢 化 率　　　35.7 ％

市 場 地 区

世 帯 数　　4,309 世 帯

人 口　　　10,217 人

男 性　　　　4,802 人

女 性　　　　5,415 人

65 歳以上      3,671 人

高 齢 化 率　　　35.9 ％

土 成 地 区

世 帯 数　　3,060 世 帯

人 口　　　7,914 人

男 性　　　3,782 人

女 性　　　4,132 人

65 歳以上     2,710 人

高 齢 化 率　　　34.2 ％

吉 野 地 区

世 帯 数　　3,377 世 帯

人 口　　　　7,685 人

男 性　　　　3,697 人

女 性　　　　3,988 人

65 歳以上     2,597 人

高 齢 化 率　　　33.8 ％

地域福祉活動計画策定の趣旨 阿 波 市 の 概 要

阿波市地域福祉計画との連携

　阿波市社会福祉協議会（以下「社協」という。）は 2014 年度（平成 26年）に策定した「阿波市地域福
祉活動計画」に定めた各種事業・取組を実施する中で、地域福祉を推進してきました。
　このたび、現計画の計画期間が終了することに伴い、その成果と課題をふまえ 2019 年度（平成 31年）
以降の地域福祉活動計画（以下「計画」という。）を策定するものです。
　この計画は、地域福祉の推進をめざし、住民及び福祉・保健などの関係団体や事業者などが積極的に社
協と連携して地域で進めていく取組についてまとめたものです。
　特に、住民に最も身近な地域福祉活動の推進団体である、吉野・土成・市場・阿波の各地域の実行委員
会が地域ニーズに即して持続的に活動できるよう、社協、関係機関・団体、阿波市などが連携し、住み慣
れた地域において、高齢者、障がい者、子どもをはじめ地域の人が安心して、いきいきと暮らせる福祉の
まちづくりをめざします。

　今回、阿波市社会福祉協議会は、この地域福祉活動計画策定に関して、社会福祉法 107 条に基づき阿
波市が策定した「第２次阿波市地域福祉計画」の基本的な考え方に沿って、市と連携・協力しながら進め
ていくことになります。
　したがって、この度の第２次地域福祉活動計画【2019 年度（平成 31年）に策定】は第１次地域福祉
活動計画【2014 年度（平成 26年）に策定】と同様に、民間の立場から地域福祉活動を推進していくう
えで、阿波市と歩調を合わせていくことが計画を実施に移行していくために非常に重要な要素となってき
ます。

　2019 年度から、2023 年度までの５カ年計画とし、阿波市が策定する各行政計画に照らし合わせて見
直しながら、随時、検討・調整することが必要であり、また、変わりゆく社会的環境に応じた施策を行な
えるように柔軟な体制で臨んでいくものとします。

　阿波市は平成 17年４月１日、吉野町・土成町（共に板野郡）と市場町・阿波町（共に阿波郡）の４町
が合併して発足し、現在では人口規模的に小松島市に次いで徳島県第６番目の自治体となっています。
　本市は、徳島県中央北部を東西に流れる吉野川北岸に位置する市です。吉野川は、「四国三郎」と呼ば
れる四国最大の河川であり流域は豊かな土壌に恵まれた平野となって、徳島を代表する多種多様・高品質
な農産物の源となっています。東は阿波藍で有名な上板町、西は美しいうだつの町並みを誇る美馬市、南
は阿波市と同じく豊かな土壌に恵まれた吉野川市、北には阿讃山脈を介して香川県と隣接しています。
　また、インフラの整備も整いつつあり、１９９４年に開通した徳島自動車道が東西に位置し、土成イン
ターチェンジ・阿波パーキングエリアが整備され、自動車が主な交通手段となっている徳島県においては、
移動の利便性において不便さを感じさせない状況となっています。
　気候は温暖で、花と緑に恵まれた美しい自然を満喫できるところです。国の天然記念物である「阿波の
土柱」は、大自然の作り出した絶景であり人々を感嘆させる絶景のスポットです。また空海（弘法大師）
が開創したと伝えられる四国八十八カ所霊場のうち、阿波市は４つの札所（十楽寺・熊谷寺・法輪寺・切
幡寺）を有しており、人々にとって巡礼の癒し処としても名を馳せています。
　このように、本市は美しい豊かな自然と趣深い歴史感にあふれ、徳島県自慢の市として人々に自然の恵
みと心の安らぎを与えてくれる街となっています。

面　　　積 191.11km2　

可住地面積 89.78km2　

可住地面積割合 47.0％　

総 人 口 37,761 人

男　　性 18,042 人

女　　性 19,719 人

世　帯　数 15,392 世帯

65 歳以上人口 13,239 人
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基本理念として「みんなで支え合い築く地域福祉　
快適で安心が実感できるまち・阿波」を掲げ、住民
や各種団体、社会福祉協議会、行政等のさらなる協力・
連携体制の強化を図り、みんなの支え合いによる地
域福祉を推進していきます。

社会福祉協議会が、市民の視点に立っ
た様々な地域福祉に関するニーズを把
握し、それを具現化していく方法を、
地域住民や関係団体との連携を強化し
ていくことにより見いだしていきます。基本目標1．地域の支え合いによる福祉活動の推進

基本目標２．地域福祉活動に対する支援の充実
基本目標３．福祉サービスの充実と適切な利用の推進
基本目標４．安心・安全な地域づくりの推進

阿波市全体のデータ ◆ 平成 30 年 12 月 31 日現在 ◆

協 

働

阿波市地域福祉活動計画期間

2019 2020 2021 2022 2023 2024 〜

評価・
次期計画策定

次 期 計 画

地域福祉活動計画・実行
（年度）



課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

活
動
内
容

目
標
達
成
状
況

評
価

評
価
に
対
す
る
意
見
な
ど

◆
　
◆
　
◆
　
健
　
　
康
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
生
活
習
慣
病
の
心
配

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
食
に
関
す
る
関
心
が
低
い

・
歩
く
習
慣
の
促
進

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
元
の
野
菜
を
活
用
す
る

・
歩
く
こ
と
の
啓
発

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
食
生
活
の
改
善

・
料
理
教
室
の
開
催

・
世
界
記
録
に
挑
戦
（
マ
ラ
ソ
ン
・
陸
上
教
室
・

よ
し
の
ダ
ン
ス
・
仮
装
行
列
・
阿
波
踊
り
）

・
ラ
ジ
オ
体
操
と
昭
和
の
朝
食
会
（
ダ
ン
ス
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
よ
し
の
マ
ル
シ
ェ

・
食
育
イ
ベ
ン
ト
（
パ
フ
ェ
サ
ラ
ダ
）

・
吉
野
中
学
生
（
特
産
物
の
栽
培
・
販
売
）

◎ …
… ◎

・
盛
大
で
住
民
全
般
か
ら
好
評
で
あ
っ
た
。
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や

啓
発
を
今
後
も
行
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
食
に
関
す
る
意
識
に
つ
な
が
り
、
地
元
の
子
ど
も
達

や
地
域
住
民
の
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
　
 

◆
　
◆
　
◆
　
自
　
然
・
環
　
境
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
環
境
に
対
す
る
意
識
の
低
さ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
美
し
い
景
観
の
P
R
不
足

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
住
民
の
生
活
不
安

・
ご
み
の
な
い
町

・
ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
環
境

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
美
し
い
景
観
の
維
持
と
P
R

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
災
害
時
に
お
け
る
地
域
住
民

の
不
安
対
策

・
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
し
に
く
い
町

づ
く
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
美
し
い
景
観
の
P
R

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
災
害
時
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

・
ア
ド
プ
ト

　（
吉
野
中
学
校
・
住
民
全
般
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
よ
し
の
ブ
ロ
グ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
防
災
イ
ベ
ン
ト
（
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
コ
ー
ド
・

サ
バ
イ
バ
ル
炊
飯
・
簡
易
ト
イ
レ
・
ベ
ッ
ド

作
り
・
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・
煙
体
験
）

◎ …
… ○ …
… ○

・
住
民
全
般
、
各
種
団
体
に
幅
広
く
啓
発
を
今
後
も
行

う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
の
美
し
い
景
観
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
地
域
資

源
（
人
も
含
む
）
P
R
も
必
要
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
災
害
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
の
ジ
ャ
ン
ル
を
広
げ
て
い
き
、
拡
大

し
て
い
き
た
い
。

◆
　
◆
　
◆
　
つ
な
が
り
・
ふ
れ
あ
い
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
安
心
し
て
出
産
、
育
児
の
で

き
る
環
境

・
情
報
交
換
、
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供

・
生
涯
学
習
活
動
の
向
上

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
子
育
て
支
援
活
動
の
増
進

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供

・
生
涯
学
習
活
動
の
向
上

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
親
子
の
居
場
所
づ
く
り

・
防
災
研
修

　【
身
近
な
災
害
に
つ
い
て
】
研
修

　
中
央
広
域
連
合

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
各
学
校
へ
の
参
加
、
協
力

・
た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン

・
親
子
で
参
加
で
き
る
行
事
の
開
催

○ …
… △

・
今
後
も
定
期
的
な
研
修
を
行
い
、
地
域
住
民
へ
の
参

加
も
呼
び
か
け
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
小
中
高
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
子
育
て
に
関

す
る
情
報
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
。

◆
　
◆
　
◆
　
よ
し
の
力
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
住
民
の
連
携
が
崩
壊
傾
向

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
不
足

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
町
全
体
の
パ
ワ
ー
低
下

・
地
域
の
人
材
が
連
携
で
き
る

関
係
づ
く
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
課
題
に
対
し
て
発
信
、
橋
渡

し
を
し
て
い
く
力

・
地
域
ふ
れ
あ
い
行
事
の
開
催

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
匠
、
名
人
、
サ
ー
ク
ル
の
活
用

・
人
材
が
生
か
せ
る
町
づ
く
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
で
の
課
題
を
発
見
し
、
住
民
パ

ワ
ー
を
高
め
て
い
く

・
世
界
記
録
に
挑
戦
イ
ベ
ン
ト

・
防
災
イ
ベ
ン
ト

・
食
育
ナ
ビ

・
ラ
ジ
オ
体
操
と
昭
和
の
朝
食
会

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ア
ラ
カ
ル
ト

・
防
災
イ
ベ
ン
ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交

換

△ …
… ○ …
… ○

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
場

の
提
供
が
今
後
も
必
要
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
資
源
や
個
々
の
住
民
の
力
を
さ
ら
に
発
掘
し
、

人
材
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ
る
場
の
提
供
を
今
後
も

行
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
生
活
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
整
え
る
。

第
１
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
 評

価
表

第
１
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
 評

価
表

吉
野

地
区

◎
＝
達
成
　
○
＝
や
や
達
成
　
△
＝
未
達
成
　
×
＝
未
実
施

課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

な
に
を
（
活
動
内
容
）

ど
う
す
る
（
具
体
的
行
動
）

い
つ
（
○
検
討
・
試
行
、
◎
実
施
）

 2
0
1
9
  
2
0
2
0
  
2
0
2
1
  
2
0
2
2
  
2
0
2
3

健 　 康

・
生
活
習
慣
病
が
心
配

・
食
に
関
す
る
関
心
が
低
い

・
不
規
則
な
生
活
を
し
な
い

　
◇
 各
自
が
生
活
の
見
直
し

　
　
　
　
↓

　
◇
 改
善
方
法
を
見
つ
け
る

　
　
　
　
↓

　
◇
 自
分
の
目
標
を
設
定
す
る

　
　（
一
無
・
二
少
・
三
多
）

・
食
の
改
善

　（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
）

・
歩
く
習
慣
を
身
に
つ
け
る

・
情
報
の
提
供
交
換

・
誰
も
が
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

・
健
康
に
関
す
る
講
演
会
、
研
修
会
を
開
催

・
旬
菜
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

◎ ◎ ◎

自 　 然

・
環
境
に
対
す
る
意
識
の
低
さ

・
不
法
投
棄
の
防
止

・
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
の

改
善

・
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
し
に
く

い
町
づ
く
り

・
ア
ド
プ
ト
活
動
の
報
告

　
小
・
中
・
高
校
・
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
る

　（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
）

・
美
し
い
環
境
Ｐ
Ｒ
、
景
観
さ
が
し

・
ア
ド
プ
ト
に
積
極
的
に
参
加

・
よ
し
の
魅
力
マ
ッ
プ
を
生
か
し
た
活
動

・
吉
野
伝
説

　（
語
り
べ
ツ
ア
ー
の
実
施
）

◎ ◎ ◎

地 域 共 助

・
防
災
意
識
、
災
害
対
策
の
弱
さ

・
災
害
時
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
進
す
る

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
備
え
と
対
策
を

認
識
す
る

・
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

・
近
隣
と
の
声
か
け
の
推
進

　（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
・
生
き
が
い
    

づ
く
り
）

・
積
極
的
に
自
主
防
災
知
識
、
備
え
対
策
の
強

化

◎ ◎

よ
し
の
力

地
域
共
助

自
 然

健
 康

自 助
公

共

第
２

次
地

域
福

祉
活

動
計

画
第

２
次

地
域

福
祉

活
動

計
画

吉
野

地
区

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

【
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
・
キ
ラ
キ
ラ
　
絆
深
め
る
吉
野
町
】　

育
て
る
・
守
る
・
つ
な
げ
る

想
い
ハ
ン
パ
な
い
！
吉
野
へ
！
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課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

活
動
内
容

目
標
達
成
状
況

評
価

評
価
に
対
す
る
意
見
な
ど

◆
　
◆
　
◆
　
地
　
域
　
力
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

・
日
常
生
活
に
お
け
る
マ
ナ
ー

不
足

・
隣
近
所
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る

・
世
代
間
の
交
流
を
促
進
す
る

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
活
性
化

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
す
る
見

回
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

・
居
場
所
づ
く
り

・
ド
ナ
ナ
リ
エ
夏
・
冬
の
開
催

・
拠
点
の
見
学
（
旧
三
木
邸
、
旧
柿
の
家
）

◎ ○

・
地
域
住
民
の
参
画
や
協
力
が
多
く
得
ら
れ
盛
況
だ
っ

た
。
更
に
地
域
資
源
の
活
用
や
広
が
り
を
推
進
し
て

い
く
。

◆
　
◆
　
◆
　
安
全
な
暮
ら
し
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
要
支
援
者
の
増
加
と
効
果
的

支
援
の
不
十
分
さ

　
□
高
齢
者
　

　
□
ひ
と
り
親
家
庭

　
□
障
が
い
者
　
□
病
人

　
□
外
国
人

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
災
害
時
へ
の
備
え
の
弱
さ

・
要
支
援
者
の
多
様
な
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
実
施
し
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
を
目
指
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災

計
画
の
具
体
化
を
目
指
す

・
地
域
全
体
が
融
合
し
仲
良
く
な
る
機

会
を
設
け
る

・
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化

・
共
通
課
題
を
持
っ
た
人
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
子
育
て
サ
ロ
ン
実
施
（
御
所
園
）

・
各
種
講
座
等
へ
の
参
加

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
シ
ー
ト
で
の
研
修
、

自
主
防
災
訓
練
へ
の
参
加

○ ○ ○ …
… ○

・
老
人
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
拠
点
等
も
活
用
し
、
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

・
各
種
講
座
へ
の
出
席

・
養
成
講
座
へ
の
出
席

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
具
体
的
な
研
修
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
協
力
の
継

続

◆
　
◆
　
◆
　
生
活
環
境
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
移
動
手
段
が
な
く
不
便
な
人

が
多
い
（
通
院
、買
い
物
等
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
生
活
道
が
安
心
し
て
通
れ
な

い

・
移
動
負
担
を
軽
減
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
生
活
道
の
安
全
性
を
高
め
る

・
個
別
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
危
険
箇
所
の
マ
ッ
プ
作
り

・
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
掘
り
起
し

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
各
地
域
に
お
け
る
危
険
箇
所
、
外
灯
調
査

△ …
… △

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
行
政
へ
の
要
請

・
課
題
、
ニ
ー
ズ
キ
ャ
ッ
チ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
関
係
機
関
へ
依
頼
要
望

◆
　
◆
　
◆
　
観
光
・
産
業
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
地
域
資
源
の
活
用
不
足

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・「
住
み
た
く
な
る
町
」
に
し

よ
う
と
す
る
意
識
の
希
薄
化

と
欠
如

・
起
業
家
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
）
の
育
成
支
援

・
地
域
資
源
の
活
用
促
進

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・「
お
も
て
な
し
」
が
で
き
「
行

き
た
い
」
と
思
え
る
地
域
を

目
指
す

・
起
業
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

・
名
所
旧
跡
の
活
用

・
農
産
物
の
商
品
化
ー
ブ
ラ
ン
ド
化

・
地
産
地
消
や
食
育
活
動
の
推
進

・
町
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
た
め
地
元

学
に
取
り
組
む

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

・
地
域
ぐ
る
み
の
お
接
待

・
視
察
研
修
（
伊
座
利
）

・
三
木
邸
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
支
援
、
協
力

・
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
の
活
性
強
化
に
つ
い
て
話

し
合
う

・
情
報
収
集
、
ピ
ザ
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
企
画

・
旧
跡
や
た
ら
い
う
ど
ん
の
良
さ
を
話
し
合
う

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
三
木
邸
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ご
み
拾
い

・
自
動
車
道
IC
前
へ
の
花
植
え

△ ○ △ ○ ○ …
… ○ ○

・
セ
ミ
ナ
ー
は
今
後
検
討
？

・
イ
ベ
ン
ト
等
継
続
支
援

・
活
性
化
は
関
係
機
関
と
の
連
携

・
地
元
学
は
小
中
高
と
の
連
携
強
化
継
続

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
ご
み
拾
い
は
継
続
実
施

・
花
植
え
は
随
時
検
討

第
１
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
 評

価
表

第
１
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
 評

価
表

土
成

地
区

◎
＝
達
成
　
○
＝
や
や
達
成
　
△
＝
未
達
成
　
×
＝
未
実
施

課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

な
に
を
（
活
動
内
容
）

ど
う
す
る
（
具
体
的
行
動
）

い
つ
（
○
検
討
・
試
行
、
◎
実
施
）

 2
0
1
9
  
2
0
2
0
  
2
0
2
1
  
2
0
2
2
  
2
0
2
3

地 域 の 支 え 合 い

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

・
日
常
生
活
に
お
け
る
マ
ナ
ー
の

欠
如

・
隣
近
所
と
の
繋
が
り
交
流
を
深

め
る

・
世
代
間
交
流
を
促
進
す
る

・
地
域
全
体
で
の
声
か
け
運
動
を

定
着
さ
せ
る

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
活
性
化

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
と
声
か

け
の
推
進

・
異
世
代
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
や
居
場
所
づ
く
り

・
日
々
の
あ
い
さ
つ
を
元
気
よ
く
大
人
か
ら
実

践
し
て
い
く

・
ド
ナ
ナ
リ
エ
夏
、
ド
ナ
ナ
リ
エ
冬
の
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
し
開
催

・
人
材
養
成
の
講
座
や
体
験
活
動
の
実
施

・
地
域
で
の
あ
い
さ
つ
の
推
進

◎ ○ ◎

　 ◎

地 域 防 災 強 化

・
災
害
時
へ
の
備
え
の
意
識
が
弱

い
・
地
域
住
民
が
、
災
害
に
関
し
て
、

自
助
、
共
助
、
公
助
の
意
味
を

理
解
し
、
危
機
意
識
や
備
え
を

も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る

・
自
主
防
災
活
動
へ
の
参
加
や
市
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
と
る

・
防
災
訓
練
や
セ
ミ
ナ
ー
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
実
践
、
体
験
し
て
い
く
機
会
の
提
供
を

す
る

・
民
生
委
員
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る

・
身
近
な
危
険
箇
所
や
要
支
援
の
方
へ
の
声
か

け
や
把
握
の
協
力

○
◎

地 域 活 動 支 援

・
施
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
各
種
団
体
と

の
連
携
支
援
か
円゙
滑
に
ま
わ
っ

て
い
な
い

・
相
互
に
情
報
を
交
換
、
共
有
す

る
こ
と
で
、
支
援
、
協
力
が
円

滑
に
な
る

・
支
援
、
協
力
及
び
地
域
資
源
を
再
度
掘
り
起

し
、
繋
い
で
い
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く

・
施
設
や
関
係
機
関
、
幼
保
、
学
校
等
へ
の
支

援
協
力
を
積
極
的
に
推
進

・
個
々
が
も
つ
知
識
や
経
験
を
次
世
代
や
地
域

に
還
元

・
実
行
委
員
を
核
に
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
連
携
の
強
化

・
お
接
待
の
心
を
も
ち
、
寺
や
地
域
で
の
活
動

実
施

○ ◎ ◎ ○

◎
　 　 　 ◎

環 　 境

・
不
法
投
棄
が
後
を
た
た
な
い
現

状
・
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
の
徹

底
・
定
期
的
に
ク
リ
ー
ン
運
動
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

等
を
交
え
た
清
掃
活
動
の
実
施

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
、
施
設
、
学
校
等
地

域
ぐ
る
み
で
連
携
を
と
り
実
施
す
る

◎

第
２

次
地

域
福

祉
活

動
計

画
第

２
次

地
域

福
祉

活
動

計
画

土
成

地
区

ま
ち
が
好
き
、

人
が
好
き
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
土
成
町
！

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

活
動
内
容

目
標
達
成
状
況

評
価

評
価
に
対
す
る
意
見
な
ど

◆
　
◆
　
◆
　
高
　
齢
　
者
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
地
域
が
希
薄
化
し
て
お
り
、

昼
間
独
居
や
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
高
齢
者
が
多
く
、
孤
独

死
の
可
能
性
が
あ
る

・
孤
独
（
死
）
状
態
を
未
然
に

防
ぎ
誰
も
が
い
き
い
き
と
生

活
で
き
る
よ
う
に
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
も
し
孤
独
（
死
）
状
態
が
あ
っ

た
場
合
に
は
「
隣
人
が
気
づ

か
な
け
れ
ば
誰
が
気
づ
く
」

と
い
う
意
識
を
持
つ

・
地
域
で
声
か
け
（
お
せ
っ
か
い
）
運

動
を
広
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
能
力
を
高

め
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
異
変
を
素
早
く
察
知
し
、
す
ぐ
に
隣

人
が
助
け
ら
れ
る
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る

・
挨
拶
運
動

・
サ
ロ
ン
活
動
の
啓
発

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
サ
ロ
ン
活
動
の
啓
発

○ …
… △

・
交
流
の
場
作
り
、
仕
組
み
作
り
の
推
進
を
図
る

・
挨
拶
運
動
を
継
続
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
小
地
域
で
の
意
識
向
上
で
き
る
講
座
等
開
催
す
る

◆
　
◆
　
◆
　
少
　
子
　
化
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
若
い
人
が
お
ら
ず
地
域
に
活

気
が
な
い

・
子
ど
も
を
見
か
け
な
く
な
っ

た
（
子
ど
も
の
数
の
減
少
、
遊
び

場
も
な
く
外
で
遊
ぶ
子
ど
も

が
い
な
く
な
っ
た
）

・
市
場
町
で
住
み
た
い
と
思
う

気
持
ち
や
、
子
ど
も
の
教
育

（
育
て
や
す
い
）
が
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る

・
子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
う

気
持
ち
を
大
切
に
し
、
育
て

て
い
く

・
未
来
を
担
う
子
ど
も
に
人
間
力
や
行

動
力
を
つ
け
て
も
ら
う

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
阿
波
市
以
外
の
人
に
市
場
町
の
空
き

家
に
住
ん
で
も
ら
い
若
い
人
を
増
や

す

・
市
場
文
化
会
館
祭
り
参
加

・
子
供
へ
の
防
災
講
座
開
催

△ …
… △

・
結
婚
を
す
る
た
め
の
教
育
が
必
要

・
当
委
員
会
主
催
で
こ
ど
も
祭
り
を
開
催
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
社
会
情
勢
－
親
へ
の
教
育

・
兼
業
農
家
、
農
業
青
年
育
成

・
行
政
へ
の
働
き
か
け

◆
　
◆
　
◆
　
環
　
境
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
市
場
公
園
、
善
入
寺
に
ゴ
ミ

を
捨
て
る
人
が
い
る

・
金
清
温
泉
白
鳥
荘
跡
が
荒
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
跡

地
の
活
用
が
進
ん
で
い
な
い

・
ポ
イ
捨
て
を
防
ぎ
、
き
れ
い

な
町
づ
く
り
を
行
う

・
金
清
温
泉
白
鳥
荘
跡
地
を
地

域
の
憩
い
の
場
（
子
ど
も
が

遊
び
に
い
け
る
よ
う
な
環

境
）
に
整
備
す
る

・
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
場
所
を
特

定
し
、
ゴ
ミ
が
捨
て
に
く
い
環
境
を

つ
く
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
金
清
温
泉
白
鳥
荘
跡
地
の
資
源
（
森

林
、
野
鳥
）
を
生
か
し
自
然
公
園
に

す
る

・
切
幡
山
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
樹
木
の
名
札
設
置
完
了

○ …
… ○

・
公
園
・
善
入
寺
島
は
保
全
隊
等
で
活
動
さ
れ
て
い
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
青
写
真
が
出
来
て
い
る
は
ず

・
市
民
を
巻
き
込
ん
で
ほ
し
い

・
行
政
側
と
話
が
し
た
い

◆
　
◆
　
◆
　
地
域
防
災
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
３
０
年
以
内
の
発
生
率
が

６
０
～
７
０
％
と
い
わ
れ
る

南
海
地
震
へ
の
備
え
が
必
要

・
日
頃
か
ら
防
災
、
減
災
へ
の

意
識
づ
く
り
を
行
い
南
海
地

震
に
備
え
る

・
南
海
地
震
な
ど
の
大
型
災
害

時
に
は
ア
エ
ル
ワ
を
防
災
拠

点
と
し
て
十
分
活
用
で
き
る

体
制
を
つ
く
る

・
防
災
の
啓
発
活
動
（
体
験
、
経
験
学

習
）
を
行
い
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
自
分
の

身
を
守
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
防
災
無
線
の
整
備
を
行
い
、
大
規
模

災
害
時
に
は
十
分
活
用
で
き
る
体
制

を
つ
く
る

・
各
地
域
で
防
災
啓
発
活
動
実
施

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
子
供
へ
の
防
災
講
座
開
催

○ …
… ○

・
各
地
域
で
細
か
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
実
践
的
な

事
を
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
行
政
と
の
連
携
等
実
践
的
な
事
を
実
施
す
る

第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
 評

価
表

第
１
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
 評

価
表

市
場

地
区

◎
＝
達
成
　
○
＝
や
や
達
成
　
△
＝
未
達
成
　
×
＝
未
実
施

課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

な
に
を
（
活
動
内
容
）

ど
う
す
る
（
具
体
的
行
動
）

い
つ
（
○
検
討
・
試
行
、
◎
実
施
）

 2
0
1
9
  
2
0
2
0
  
2
0
2
1
  
2
0
2
2
  
2
0
2
3

高 齢 者 ・ 障 が い 児 者

・
地
域
の
希
薄
化

・
移
動
手
段
が
な
い

　（
買
い
物
、
通
院
が
困
難
）

・
健
康
寿
命
を
延
ば
す

・
交
流
の
輪
づ
く
り

・
社
会
参
加
が
可
能

・
健
康
の
維
持
、
増
進
を
図
る

・
地
域
の
声
か
け
で
地
域
活
動
へ

・
外
出
や
移
動
困
難
な
人
へ
の
支
援

・
各
種
検
診
等
の
受
診
を
呼
び
か
け
る
と
共
に

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
講
習
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
の
呼
び
か
け

・
挨
拶
運
動

　
(
啓
発
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
の
配
布
)

・
移
動
支
援
事
業
等
の
充
実

　
(
広
報
で
周
知
)

・
各
種
団
体
と
協
力
し
健
康
づ
く
り
、
生
き
が

い
づ
く
り
の
講
習
会
へ
参
加
推
進

　
(
認
知
症
等
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
)

◎ ◎ ◎

　 ◎
◎

少 子 化

・
地
域
で
子
ど
も
を
見
か
け
な
く

な
っ
た
（
子
ど
も
の
減
少
）

・
若
い
人
が
お
ら
ず
地
域
に
活
気

が
な
い

・
未
来
を
担
う
子
ど
も
に
人
間
力

や
行
動
力
を
つ
け
て
も
ら
う

・
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
を

作
る

・
伝
統
行
事
を
継
承
し
て
い
く

・
子
育
て
す
る
な
ら
阿
波
市

・
福
祉
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
の
推
進

・
世
代
間
交
流
事
業
の
開
催

　
(
大
俣
公
民
館
落
成
時
に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
）

　
(
図
書
館
前
ひ
ろ
ば
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
）

◎ ○ ◎
◎

環 　 境

・
市
場
公
園
、
善
入
寺
に
ゴ
ミ
を

捨
て
る
人
が
い
る

・
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
活
動

・
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
通
じ
た

地
域
力
の
育
成

・
行
政
、
関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
参
画
す
る
組
織
に
連
携
協
力
を
依
頼

し
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

　
(
津
田
・
川
島
線
の
清
掃
活
動
)

◎

地 域 防 災

・
南
海
地
震
へ
の
備
え

・
防
災
啓
発
を
し
て
理
解
を
深
め

る
・
地
域
に
お
け
る
防
災
、
減
災
活
動

・
専
門
家
に
よ
る
防
災
講
座
を
開
催

　（
各
地
域
の
住
民
に
参
加
依
頼
）

◎

元
気
に
し
よ
る
で

き
れ

い
な

お
も
て
な
し
の

ま
ち
に

が
ん
ば
る
け
ん

第
２

次
地

域
福

祉
活

動
計

画
第

２
次

地
域

福
祉

活
動

計
画

市
場

地
区

お
も
て
な
し
の
ま
ち
・
ひ
と
に
や
さ
し
い
市
場

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

活
動
内
容

目
標
達
成
状
況

評
価

評
価
に
対
す
る
意
見
な
ど

◆
　
◆
　
◆
　
つ
な
が
り
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
不
登
校

・
ひ
き
こ
も
り
予
防

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
ひ
と
り
暮
ら
し
及
び
高
齢
者

世
帯
の
増
加

・
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
復
活
さ

せ
よ
う

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
地
域
で
見
守
り
助
け
合
い
の

心
を
持
と
う

・
学
校
、
P
T
A
へ
の
呼
び
か
け

・
各
種
団
体
と
の
連
携

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
声
か
け
、
安
否
確
認
、
助
け
合
い

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
確
保

・
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
み
で
実
行
で
き

な
か
っ
た

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
高
齢
者
を
対
象
に
、
生
活
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施

× …
… △

・
実
行
に
向
け
て
、
調
査
票
な
ど
の
作
成
を
検
討
す
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

・
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
表
を
作
成
し
、
今
後
の
課
題
と
す

る

◆
　
◆
　
◆
　
ふ
れ
あ
い
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
未
婚
者
が
多
い

・
若
者
の
交
流
の
機
会
を
増
や

そ
う

・
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
パ
ン
教
室
な
ど
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
６
回
開
催

◎
・
今
後
も
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る

◆
　
◆
　
◆
　
け
ん
こ
う
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
対
す

る
危
機
感
や
予
防
意
識
が
希

薄

・
さ
よ
な
ら
生
活
習
慣
病
！

・
食
生
活
の
改
善

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
マ
ラ
ソ
ン
の
推
奨
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
に
て
、
ゆ
る
ベ
ジ
料
理
を

紹
介

△
・
ゆ
る
ベ
ジ
料
理
の
普
及
に
向
け
て
検
討
す
る

◆
　
◆
　
◆
　
か
ん
き
ょ
う
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　

・
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
多
い

・
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
害
が
目
立
つ
・
ゴ
ミ
ゼ
ロ

・
不
法
投
棄
場
所
の
把
握

・
毎
年
、
２
～
３
回
市
役
所
（
阿
波
支
所
）
周

辺
の
清
掃
活
動
を
実
施

◎
・
今
後
も
続
け
て
実
施
予
定
で
あ
る

第
１
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
 評

価
表

第
１
次
地
域
福
祉

活
動
計
画
 評

価
表

阿
波

地
区

◎
＝
達
成
　
○
＝
や
や
達
成
　
△
＝
未
達
成
　
×
＝
未
実
施

課
　
　
　
題

目
　
　
　
標

な
に
を
（
活
動
内
容
）

ど
う
す
る
（
具
体
的
行
動
）

い
つ
（
○
検
討
・
試
行
、
◎
実
施
）

 2
0
1
9
  
2
0
2
0
  
2
0
2
1
  
2
0
2
2
  
2
0
2
3

つ な が り

・
ひ
と
り
暮
ら
し
（
高
齢
者
世
帯
）

の
増
加

・
近
所
づ
き
あ
い
が
疎
遠

・
世
代
間
交
流
の
機
会
を
増
や
す

・
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
に
よ
り
交
流
を
深
め
る

◎

ふ れ あ い

・
年
代
を
超
え
て
の
ふ
れ
あ
い
が

減
少

・
世
代
間
交
流
の
機
会
を
増
や
す

・
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
交
流
を
深
め
る

◎

け ん こ う

・
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
対
す
る

危
機
感
や
予
防
意
識
が
希
薄

・
手
作
り
料
理
で
健
康
な
体
づ
く

り
・
米
粉
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催

・
パ
ン
作
り
教
室
の
開
催

◎

か ん き � う

・
旧
庁
舎
周
辺
の
ゴ
ミ
や
草
が
目

立
つ

・
ゴ
ミ
ゼ
ロ

・
定
期
的
な
環
境
整
備

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
呼
び
か
け

・
地
域
の
見
守
り

・
除
草
作
業
を
実
施

・
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

◎ ◎

第
２

次
地

域
福

祉
活

動
計

画
第

２
次

地
域

福
祉

活
動

計
画

阿
波

地
区

ち
か
ら
を
Ａ
Ｗ

Ａ
せ
て
支
え
合
い
絆
深
め
て
阿
波
の
町
～
自
然
い
っ
ぱ
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
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